
沼 津 市

明治史書館 電信
2001.7.25(季刊 年 4回発行)VOl.17 NO.2 通巻第66号

vヽ

一丼一一一一一藁
一一一一一一
ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

④
擬一一一一一警

日
本
三
大
仇
討
「伊
賀
越
の
敵
討
」
と
沼
津

そ
の
２

「東
海
道
五
十

三
次

の
内

〈
役
者
見
立
東
海
道
〉

沼
津
　
荷
物
平
作
」
（木
村
昭
和
氏
所
蔵
）

三
代
歌
川
豊
国
画
　
竪
大
判
　
嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
）

版
元
　
住
政

（住
古
屋
政
五
郎
）

彫
師
　
彫
竹

（横
川
竹
次
郎
）

ヽ
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人
形
浄
瑠
璃
の

『
伊
賀
越
道
中
双
六
』

が
、
大
坂
の
竹
本
座
で
天
明
三
年

（
一

七
八
三
）
四
月
に
初
演
さ
れ
た
同
年
の

九
月
、
早
く
も
歌
舞
伎
の

『
伊
賀
越
道

中
双
六
』
が
、
大
坂
の

「中
の
芝
居
」

で
初
演
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
人
気
の
出
た
人
形
浄

瑠
璃
を
歌
舞
伎
に
取
り
入
れ
て
上
演
し

た
も
の
を
、
丸
本

（院
本
）
物
と
い
う
。

人
形
浄
瑠
璃
と
同
様
、
歌
舞
伎
で
も

『
伊

賀
越
道
中
双
六
　
沼
津
』
の
人
気
は
高

く
、
現
在
で
も
上
演
さ
れ
て
い
る
。

登
場
人
物
の
平
作

・
十
兵
衛

。
お
米

親
子
は
、
歌
舞
伎
役
者
を
描
く
役
者
絵

の
題
材
と
し
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

平
作
親
子
が
描
か
れ
て
い
る

「役
者

見
立
東
海
道
」
は
、
江
戸
時
代
後
期
に

役
者
絵
を
得
意
と
し
た
三
代
歌
川
豊
国

（
一
七
八
六
～

一
八
六
四
）
が
、
前
面

に
歌
舞
伎
役
者
の
見
立
絵
を
大
き
く
描

き
、
背
景
に
宿
場
の
風
景
を
添
え
た
シ

リ
ー
ズ
で
あ
る
。

見
立
絵
と
は
、
歌
舞
伎
の
役
を
演
じ

る
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
役
者
の
似
顔

大
首
絵
を
描
く
も
の
で
、
天
保
の
改
革

の
余
波
に
よ
り
、
歌
舞
伎
の
場
面
や
役

者
名
を
画
中
に
表
わ
せ
な
い
事
情
か
ら
、

盛
ん
に
な

っ
た
。

表
紙
の

「沼
津
　
荷
物
平
作
」
に
も

役
者
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
日
録

か
ら
、
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
に
亡

く
な

っ
た
二
代
目
嵐
猪
二
郎
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

ま
た
、
背
景
に
は
、
歌
川
広
重
の

「狂

歌
入
東
海
道
」
や

「蔦
屋
版
東
海
道
」

の
図
柄
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ

て
い
る
。

「役
者
見
立
東
海
道
」
は
、
総
数
百

二
十
八
図
の
大
揃
い
で
あ
り
、
飯
島
虚

心
著

『浮
世
絵
師
歌
川
列
伝
』
に
、
「こ
ゝ

に
於
き
て
豊
国
、
俳
優
似
貌
に
見
立
て

た
る
東
海
道
五
十
三
次
の
錦
絵
を
、
か

き
出
た
せ
し
が
大
に
世
に
行
は
る
」
と

記
さ
れ
た
幕
末
の

一
大
人
気
シ
リ
ー
ズ

で
あ

っ
た
。

こ
の
他
に
、
平
作
親
子
は
、
歌
川
国

芳
の

「東
海
道
五
十
三
対
」
（四
ペ
ー
ジ
）

な
ど
、
数
種
の
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

〈参
考
文
献
〉
新
藤
茂

『
五
渡
亭
国
貞
』

（
一
九
九
三
年
）、
岩
波
講
座
歌
舞
伎
・

文
楽
第
４
巻

『歌
舞
伎
文
化
の
諸
相
』
、

大
野
和
彦

『
浮
世
絵
大
東
海
道
　
上
』

（
一
九
九
八
年
）
、
野
島
寿
三
郎

『歌

舞
伎
人
名
事
典
』
（
一
九
八
八
年
）
、

和
角
仁

『
歌
舞
伎
』
（
一
九
九
〇
年
）
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一̈一　
沼
津
兵
学
校
ど
ラ
ッ
パ

ヽ_

、ヽ_

軍
事
行
動
の
た
め
、
あ
る
い
は
儀
礼

の
た
め
軍
隊
が
楽
器
を
使
用
す
る
の
は

洋
の
東
西
を
問
わ
な
い
。
古
来
、
日
本

に
は
法
螺
貝

・
太
鼓

。
銅
鋸
な
ど
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
幕
末
に
西
洋
の
軍
制

が
導
入
さ
れ
る
と
、
新
し
い
舶
来
の
楽

器
が
昔
か
ら
の
楽
器
に
取

っ
て
代
わ
る

こ
と
に
な

っ
た
。
中
で
も
ラ
ッ
パ
は
有

効
な
道
具
と
さ
れ
、
い
ち
早
く
取
り
人

れ
ら
れ
た
。
日
本
に
お
け
る
洋
楽
普
及

の
端
緒
で
あ
る
。

慶
応
二
年
十
二
月

（
一
八
六
七
年

一

月
）
、
幕
府

の
招
き
に
応
じ
フ
ラ
ン
ス

か
ら
十
六
名
の
軍
事
顧
問
団
が
来
日
し

た
。
彼
ら
は
、
最
初
横
浜
で
、
後
に
江

戸
に
お
い
て
、
軍
事
力
増
強
を
目
指
す

幕
府
の
た
め
歩
兵

・
騎
兵

・
砲
兵
の
三

兵
伝
習
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

そ
の
十
六
名
の
中
に
近
衛
猟
歩
兵
大
隊

ラ
ツ
パ
伍
長
の
ギ

ュ
テ
イ
ッ
グ
と
い
う

人
物
が
お
り
、
彼
の
手
に
よ
り
日
本
で

最
初
の
ラ
ッ
パ
手
が
養
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

慶
応
三
年
五
月
、
幕
府
の
三
兵
伝
習

掛
は
当
局
に
上
申
書
を
提
出
し
、
横
浜

の
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
の
も
と
で
三

十
二
名
の
御
料
所
歩
兵

（幕
府
が
領
民

の
中
か
ら
募
集
し
た
兵
卒
）
に
ラ
ッ
パ

を
習
わ
せ
て
い
た
が
、
う
ち
十
名
は
上

達
が
早
く
教
師
か
ら
赤
房
を
付
け
る
名

誉
を
与
え
ら
れ
た
、
彼
ら
を
こ
の
ま
ま

帰
村
さ
せ
て
し
ま
う
の
は
惜
し
い
の
で
、

苗
字
帯
刀
を
許
し
年
二
十
五
両
の
給
金

で
雇
い
た
い
と
願
い
出
た
。
こ
の
上
申

は
許
可
さ
れ
、
彼
ら
は
悧
吹
手
響
導
役

と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
、
苗
字
帯
刀
を

許
さ
れ
た

（勝
海
舟

『
陸
軍
歴
史
』
）
。

こ
の
う
ち
、
鈴
木
与
三
郎

・
厚
沢
楠
五

郎

。
梅
沢
伝
吉

・
小
泉
喜
三
郎

・
前
田

清

一
郎

・
堀
久
五
郎
と
い
う
六
名
の
名

前
が
判
明
し
て
い
る

（
「陸
軍
局
御
用

留
」
、
名
雲
書
店

『
ニ
ュ
ー
ス
ボ
ー
ド
』

第

二
十
八
号
掲
載
）
。

そ
し
て
、
筆
頭
に
名
が
あ
が

っ
た
鈴

木
与
三
郎
こ
そ
、
沼
津
兵
学
校
で
回
吹

方
教
授
を

つ
と
め
た
鈴
木
高
信

（与
三

郎
、
？
～

一
八
七
九
）
そ
の
人
で
あ
ろ

う
。
別
吠
方
教
授
と
い
う
役
職
名
は
明
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し

治
二
年
の
名
簿

「沼
津
御
役
人
附
」
に

あ
る
が
、
翌
年
の

「静
岡
御
役
人
附
」

で
は
嘲
哄
手
教
授
方
と
変
わ
る
。
ま
た
、

三
年
の
役
人
附
に
な
る
と
鈴
木

一
人
で

は
な
く
、
兵
学
校
附
属
悧
吠
手
出
役
と

し
て
十
四
名
の
名
前
が
掲
載
さ
れ
る
。

鈴
木
の
沼
津
で
の
教
え
子
が
増
え
た
の

で
あ
ろ
う
。

明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
、
沼
津
兵
学

校
に
は
も
う

一
人
、
ラ
ッ
パ
の
専
門
家

が
加
わ

っ
た
。
五
月
二
十

一
日
軍
事
掛

附
属
に
任
じ
ら
れ
、
七
月
十

一
日
に
痢

吹
教
授
方
と
な
っ
た
梅
沢
有
久
な
る
人

物
で
あ
る

（中
村
理
平

『
洋
楽
導
入
者

の
軌
跡
―
日
本
近
代
洋
楽
史
序
説
―
』、

一
九
九
三
年
、
刀
水
書
房
、
五
七
頁
）
。

梅
沢
と
い
う
姓
か
ら
し
て
、
彼
は
慶
応

三
年
に
嘲
吹
手
響
導
役
と
し
て
召
し
抱

え
ら
れ
た
梅
沢
伝
吉
と
同

一
人
物
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。
伝
吉
は
も
と
も
と

上
野
国
の
百
姓
で
、
兵
賦
と
し
て
領
主

か
ら
徴
兵
さ
れ
た
者
だ

っ
た
よ
う
だ

（
「陸
軍
局
御
用
留
」
）
。

鈴
木
に
し
ろ
梅
沢
に
し
ろ
、
庶
民
の

身
分
か
ら
ラ
ッ
パ
の
演
奏
技
能
に
よ

つ

て
士
分
に
取
り
立
て
ら
れ
、
維
新
後
も

さ
ら
に
自
分
の
力
を
仲
ば
し
て
い
っ
た
。

能
力
主
義
を
採

っ
た
静
岡
藩
で
も
そ
ん

な
彼
ら
を
切
り
捨
て
る
こ
と
な
く
、
活

用
し
た
の
で
あ
る
。

沼
津
兵
学
校
の
向
吹
方
教
授
の
実
態

は
不
明
で
あ
る
。
映
画

「沼
津
兵
学
校
」

（今
井
正
監
督
、　
一
九
三
九
年

。
東
宝
）

に
は
資
業
生
が
ラ
ッ
パ
を
吹
く
場
面
が

あ
る
が
、
実
際
は
資
業
生
や

一
般
の
生

徒
に
は
教
え
ら
れ
ず
、
悧
颯
手
を
目
指

す
者
の
み
を
対
象
に
教
育
が
行
わ
れ
た

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

操
練
の
際
に
は
嘲
吹
方
教
授
や
嘲
吹

手
出
役
は
当
然
活
躍
し
た
で
あ
ろ
う
。

愛
鷹
牧
で
の
馬
狩
り
に
は
、
訓
練
も
兼

ね
兵
学
校
の
教
授
陣
や
生
徒
ら
が
動
員

し

さ
れ
た
が
、
昼
食
や
休
憩

の
合
図
と
し

て
ラ
ッ
パ
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る

（樋
日

「愛
鷹
牧
余
録
」
『
沼

津
市
博
物
館
紀
要
』
１６
）
。

明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
五
月
、
沼

津
兵
学
校
は
廃
校
と
な
り
、
最
後
ま
で

残

っ
て
い
た
資
業
生
は
東
京

へ
と
引
き

上
げ
た
。
そ
の
際
、
沼
津
か
ら
東
京

ヘ

の
行
軍
に
、
十
四
名

の
回
吹
手
出
役
の

う
ち
中
山
千
代
作
が
同
行
し
た
。

鈴
木
高
信
は
そ
の
前
年
十
二
月
に
は

兵
学
寮
十
二
等
出
仕
に
任
命
さ
れ
て
い

た
。
彼
は
明
治
政
府
の
陸
軍
に
仕
え
、

や
は
リ
ラ
ッ
パ
教
官
を

つ
と
め
た
。
ま

た
、
梅
沢
有
久
も
政
府
に
出
仕
、
明
治

十
五
年

（
一
八
八
二
）
に
亡
く
な
る
ま

で
教
導
団
の
ラ
ッ
パ
教
官
を

つ
と
め
、

そ
の
間
陸
軍
軍
楽
隊
員
の
募
集
の
た
め

静
岡
を
訪
れ
た
り
し
て
い
る

（前
掲
中

村
著
）
。

ま
た
、
十
四
名

い
た
兵
学
校
附
属
嘲

吠
手
出
役
の
う
ち
、
戸
張
胤
邦

（重
太

郎
、　
一
八
五
三
～

一
九

一
七
）
は
、
明

治
六
年
上
京
し
て
教
導
団
に
入
り
、
「楽

隊
生
徒
」
に
な
っ
て
い
る

（東
椎
路
区

有
文
書

・
戸
籍
簿
）。
ち
な
み
に
戸
張
は
、

二
丸
留
守
居
を
つ
と
め
た
戸
張
喜
太
夫

胤
行

（高
七
百
俵
）
の
孫
で
あ
り
、
沼

津
郊
外
の
西
椎
路
村
に
移
住
し
た
。
沼

津
兵
学
校
で
は
修
業
兵
で
も
あ
っ
た
。

軍
楽
隊
に
属
し
た
の
は
短
か
っ
た
よ
う

で
、
後
に
砲
兵
科
に
転
じ
、
西
南
戦
争

か
ら
日
清

。
日
露
戦
争
に
従
軍
、
最
終

的
に
は
陸
軍
砲
兵
少
佐
と
な
っ
た

（戸

張
員
明
氏
所
蔵
履
歴
書
）。

数
学
や
理
工
系
の
学
問
は
も
ち
ろ
ん
、

体
育
や
美
術
も
西
洋
の
軍
事
技
術
と
と

も
に
幕
末
の
日
本
に
入
っ
て
き
た
。
音

楽
も
同
様
で
あ
る
。
ギ
ュ
テ
ィ
ッ
グ
直

系
の
ラ
ッ
パ
手
が
存
在
し
た
沼
津
兵
学

校
は
、
揺
監
期
の
日
本
の
洋
楽
史
上
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
　

（樋
口
雄
彦
）

鈴木高信

(鈴木弥彦氏所蔵)

鈴木高信の墓

(青山霊園)

戸張胤邦

(戸張員明氏所蔵)

明治37年 (1904)10月 18

日、浜松にて撮影、52歳。

日露戦争にあたり、浜松停

車場司令官として鉄道輸送

業務に従事していた際。
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本
年
は
、
東
海
道
に
宿
場
が
設
置
さ

れ
て
か
ら
四
百
年
に
な
る
こ
と
を
記
念

し
、
県
内
各
地
で
東
海
道
を
テ
ー
マ
に

し
た
各
種
の
催
し
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

当
館
で
も
、
夏
の
企
画
展
と
し
て
、

浮
世
絵
に
描
か
れ
た
江
戸
時
代
後
期
か

ら
明
治
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
東
海
道

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
を

通
し
て
沼
津
宿
に
あ
つ
た
二
軒
の
本
陣
、

間
宮
本
陣

・
清
水
本
陣
の
資
料
を
紹
介

し
ま
す
。

交
通
機
関
が
発
達
し
た
現
在
、
徒
歩

で
旅
を
し
た
時
代
の
東
海
道
と
沼
津
宿

を
振
り
返

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間

一
７
月
１４
日
田
～
９
月
３０
日
０

※
１０
月
２
日
ω
～
４
日
困
は
、
展

示
替
作
業
の
た
め
、
４
階
展
示

室
の
み
閉
鎖
。

会
場

一
４
階
展
示
室

パ
ン
フ
レ
ツ
ト

一
「浮
世
絵
に
描
か
れ
た

東
海
道
と
沼
津
宿
」
、
Ｂ
５
版
カ

ラ
１
６
ペ
ー
ジ

（絵
葉
書
付
）
、

無
料

企
画
展
に
関
連
し
、
東
海
道
と
沼
津

宿
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

講
師

一
辻
真
澄
氏

（沼
津
市
史
編
さ
ん

専
門
委
員
）

演
題

一
「東
海
道
と
沼
津
宿
」

日
時

一
８
月
２６
日
０
午
後
２
時
～
４
時

会
場

一
当
館
講
座
室

定
員

一
一
〇
〇
名
、
参
加
費
無
料

申
込
み

一
当
館
ま
で
電
話
で

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
市
内
に
残
る
戦
争

関
連
の
史
跡
を
見
学
し
ま
す
。

日
時

¨
８
月
１５
日
困
午
前
９
時
～
午
後

４
時

対
象

一
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員

一
１０
組
２０
名

費
用

一
無
料
、
弁
当
持
参
の
こ
と

申
込
み

一
当
館
ま
で
電
話
で

は
じ
め
て
古
文
書
に
接
す
る
方
を
対

ヽ

象
に
、
初
心
者
向
け
講
座

（全
五
回
）

を
開
催
し
ま
す
。

日
程

¨
９
月
９
日
、

１６
日
、

２３
日
、

３０

日
、

１０
月
７
日
の
各
日
曜
日

時
間

一
午
後
２
時
～
４
時

講
師

一
久
保
田
豊
氏

（沼
津
市
史
編
さ

ん
専
門
委
員
）

会
場

一
当
館
講
座
室

定
員

一
４０
名

申
込
み

一
電
話
で
先
着
順

費
用

一
無
料

（辞
書
代
は
別
）

体
裁

頒
価

内
容

Ｂ
５
版
、

９２
ペ
ー
ジ

五
〇
〇
円

樋
口
雄
彦

「下
張
か
ら
発
見
さ

れ
た
沼
津
兵
学
校
関
係
文
書
」
・

「沼
津
兵
学
校
関
係
文
献
目
録
・

補
遺
」、
渡
邊
慈
子

「沼
津
城
の

屋
根
瓦
」

t

「東海道五十三対 沼津」

(加藤雅功氏所蔵)

歌川国芳画 竪大判

「東海道五拾三次之内 (保永堂版〉沼津

黄昏図」 (木村昭和氏所蔵)

歌川広重画 横大判
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